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条件反射制御法学会        ２０２３年１月２５日発信 

∞メール Ｎｏ.４４ 
 

会員の皆様 

 新たな年になりました。今年もよろしくお願いします。 

 昨年１２月の第７回研究会は発達障害を焦点にしたものでした。講演は臨床経

験が豊かな講師から、障害と働きかけによる正常化のメカニズムが示され、興味

深く、得るものが多い楽しい研究会になりました。 

その研究会のように疾病を焦点にして、病態と対応法を学ぶことは知識を拡充

する主要な方法です。当会の学術集会は、昨年は薬物乱用を焦点にして開催し、

今年は性的逸脱を、来年は摂食本能の逸脱である病的窃盗と摂食障害を焦点にし

ます。 

病態と対応法を学ぶための異なるアプローチとして、疾病を焦点にするのでは

なく、対応法を焦点にするものがあります。例えば条件反射制御法学会の目的の

１つは、条件反射制御法という対応法の効果向上です。そのように、対応法を焦

点にして検討し、効果を向上させようとする学会は他にも多くあります。今年の

当会の研究会では技法や学説を名称にしている学会から講師を招き、技法につい

ての解説を受け、それらを材料にして精神科領域の働きかけを整理したいと考

え、いくつかの学会と交渉を進めています。 

ここで気になるのがそれらの技法の基です。つまり、働きかけの対象はヒトな

ので、ヒトの行動メカニズムと障害の病態をどのように捉えているかが気になり

ます。そのようなことから、私は今年１月の理事会で２０２５年に開催する学術

集会のテーマとして「ヒトの本当の行動メカニズムは」を提案しました。 

また、理論だけでなく臨床での実技も鍛えなければなりません。ＣＲＣＴフォ

ローアップ研修と名付けて、条件反射制御法を臨床で用いている施設の職員が集

まり、実務で生じた疑問や悩みを解決する研修会を開催します。当会のホームペ

ージに詳細が掲載されていますので、ご覧ください。 

今年も頑張りましょう。 

平井愼二 

 

下総精神医療センターでのＣＲＣＴ実地研修を受けて 

 

治療の効果を目の当たりにすることができました。 

 

東京都立松沢病院 看護師 村上さとみ 

下総精神医療センターが 2019 年に開催した３日間連続の薬物乱用対策研修会に
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参加し、その中の１コマに条件反射制御法の講義がありました。今までとは全く

異なる刺激的な治療の条件反射制御法に興味を強く持ち、2020 年には条件反射

制御法研修会に参加し、行動原理や治療のプロセスは理解できました。どの程

度、治療に反応や効果があるのか実際に自分の目で見て体感したいと思い、2022

年 11 月 14 日～18 日の実地研修に参加しました。 

 私が勤務する病院は解毒を主としており、行動の反復を止める治療は行ってい

ません。転院や施設入所を希望する患者様には情報提供を行いますが、約 8 割の

方は解毒が済むと自宅に退院していきます。短期間で入退院を繰り返す方も多

く、本当にこれでいいのかと日々関わりながら疑問を感じることも度々ありま

す。病棟プログラムは１日 1 時間程度のため、入院患者様はゆったりと時間を過

ごしている方が多くいます。実習で下総精神医療センターの専門病棟に足を踏み

入れ初めて患者様を目にした時、治療に取り組む意欲の高さや姿勢に驚きまし

た。ノートにはびっしりと体験の書き出しが書かれており、ノート療法の時間以

外も作業に取り組んでいる方が多くいました。「早く次のステージに行きた

い。」と前向きに話す方もおり、それだけ効果を感じる治療はどのようなものな

のかと興味は更に深まりました。 

治療の手順を理解していく中で、作業内容も多く知的水準が低い方には難しい

のではないかと思うことがありました。個別性に合わせた対応を行うと治療は問

題なく行えるという説明を聞いた時は半信半疑な気持ちがありました。しかし、

実際に治療を受けている方の中には知的水準が高くない方もいて、そのような方

も一生懸命学び、順調に治療を積み重ねていました。テストの誤回答をかみ砕い

て分かりやすく説明をしているスタッフの個々の能力や、スタッフ全体の治療の

理解度の高さにも目を見張るものがありました。仕事のやりがいを話される看護

師の方もおり、これだけやりがいを感じながら日々関われているのはスタッフの

方々もこの治療の効果を感じ、信頼をおいているからなのだろうと感じました。 

 疑似ステージの初期段階では、反応が強く出ている患者様もいました。中でも

驚いたのが、視覚や聴覚にもリアルに反応が生じていたことでした。本当に見え

ているかのように幻聴や幻覚を語り、泣き出してしまう方もいました。それでも

問題行動の疑似を行うことで気分の高ぶりを感じたりやりたいと欲求を感じたり

している姿を見て、第一信号系の作動性はこんなにも強いものなのかと衝撃を受

けました。「もうやりたくない。」と言いながらも患者様は治療作業を続け、ど

んどん反応は低減していました。ステージの終盤では感じる症状もなく、「遊び

みたいなもんですよ。」と話す患者様の姿から治療の効果を目の当たりにするこ

とができました。 

 過去に参加した研修会で条件反射制御法の対象として取り上げられたのは薬物

やアルコールの事例が多く、今回の実地研修での万引きや性的逸脱の対応方法は

新たな学びでした。反射連射の中での先天反射や後天反射を意識することがなか
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ったため、始めは説明を受けてもあまり理解することができませんでした。しか

し、理解をして納得した時に、反射連鎖の内容を突き詰めて考え、治療開始して

から 15 年以上経過してもなお改良がなされていることに感銘を受けました。ハ

ームリダクションなど患者への関わり方は変化しつつあるものの、これだけ改良

を重ね続けている治療は他にはないのではないかと感じました。 

外来も見学させていただきましたが、条件反射制御法を続けている方は生き生

きしているのが印象的でした。仕事をしている方も多く、他の治療よりも社会復

帰が早いような印象も受けました。反復する行動に対する通常の治療だと、昼間

はデイケアで、夜は自助グループで時間を埋め、施設に入所すると金銭や携帯の

使用に制限がかかり辛いと話す方もいます。維持ステージは作業が多いのではな

いか、毎日続けるのは大変なのではないかと正直思っていました。しかし、作業

回数を毎日医師にメールで報告しながら仕事もこなしている方が何名もいて、仕

事をしながら治療を続けられることもこの治療の大きなメリットであるのだろう

と感じました。 

今回の研修で実際の治療反応や治療を継続している方の姿を見て、素晴らしい

治療法であることを身をもって学ぶことが出来ました。治療環境や人員が整わな

いと実践をしていくことは難しく、すぐに治療に取り入れていくのは厳しい現状

ではありますが、回復するために患者様が選択できる治療の選択肢が広がってい

くためにもこの治療が広く認知されていく必要があると強く感じました。微力で

はございますが、患者様にも治療の選択肢として紹介を続けたり、スタッフに伝

達講習したりすることで当院でもこの治療を広く伝えていきたいと思っていま

す。 

（2022 年 11 月 25 日寄稿） 

 

 

事務局からのお知らせなど 

理事会の報告 

 

２０２３年１月８日に理事会が開催されました。 

理事会およびメールでの意見交換で検討あるいは決定した事項を報告します。 

 

１．フォローアップ研修の計画 

条件反射制御法の技術向上と普及を目的にして Zoom で月 1 回程開催します。 

ＣＲＣＴ実施施設に登録されている施設の職員が無料で参加できます。 

第１回は、２０２３年２月２７日午後７時からです。 

この∞メールの 5 ページにも記載があります。 
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２．第１１回学術集会のシンポジウム「∞連携を精査する」の続き 

 上記は、第１１回学術集会では時間が不足し、十分なやりとりが出来なかった

と感じていることから、その続きを研究会として開催することを計画していま

す。２０２３年１月以降に２時間ほどで開催する予定でしたが、準備の都合で延

期します。申し訳ございません。 

 

３．他学会での報告に対する奨励金 

 条件反射制御法や信号系学説に関する、他学会での報告に対する奨励金の制度

については検討を重ね、当会学術集会等における報告とのバランス、あるいは選

出の困難性等から、取りやめることになりました。 

 

４．薬物乱用者の回復支援に薬物検出検査を用いる方法の展開 

まずは、∞連携を次で開く頁でご理解ください。 

https://crct-mugen.jp/cooperationsupport/ 

援助的な態勢をもって薬物検出検査により薬物乱用者の回復を支える処遇を当

会あるいは当会がかかわる施設が主体になって展開しています。その処遇に、保

護観察期間を終えた後にも検査を望む人が、千葉保護観察所から当会へ試験的に

紹介されることになりました。 

 

５．学術集会のテーマ 

 第１２回と第１３回の学術集会は、これまでも次を焦点にすることを確認し、

検討してきました。第１４回は今回初めて提案されました。今後も検討を重ねま

す。 

第１２回 性的他害等を防ぐ試みと展望 

第１３回 病的窃盗と摂食障害 

第１４回 ヒトの本当の行動メカニズムは 

 

 

当会が開催する研修会・学術集会・研究会のご案内 

 

・第１回ＣＲＣＴフォローアップ研修 

テーマ：物質使用障害の疑似における完了・中断、制御刺激     

日 程：2023 年 2 月 27 日（月）19:00-20:00   

場 所：Zoom 

詳 細：https://crct-mugen.jp/follow-up/ 
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・第８回研究会 ＊近日中に募集開始 

テーマ：（ゲシュタルト療法に関する内容を予定しています）  

日 程：2023 年 3 月 27 日（月）19:00-20:00   

場 所：Zoom 

講 師：室城隆之先生（江戸川大学社会学部人間心理学科長） 

 

・第９回研究会 ＊近日中に募集開始 

テーマ：（アドラー心理学に関する内容を予定しています）  

日 程：2023 年 5 月 25 日（木）19:00-20:00   

場 所：Zoom 

講 師：田中禎先生（ただしメンタルクリニック院長) 

 

・第１２回学術集会 

テーマ：性的他害等を防ぐ試みと展望（仮題）     

日 程：2023 年 9 月 9 日（土）   

場 所：東京（未定）ハイブリッド開催 

 

 

他機関が開催する条件反射制御法に関する企画のご案内 

 

・第 119 回日本精神神経学会学術総会  

2023 年 6 月 22 日～24 日 

シンポジウムのテーマ：ストーカー加害者への治療的介入 

報告者:長谷川直実、小早川明子、平井愼二、太田尾麿（警察庁） 

 

 他の機関が開催する企画で報告等をする機会がありましたら、お教えくださ

い。∞メールで皆さんに案内させていただきます。 

 

発行 

条件反射制御法学会事務局 

〒162-0055 東京都新宿区余丁町 14-4 NPO 法人アパリ内 

https://crct-mugen.jp     crct.mugen@gmail.com 

TEL:090-3047-1573  FAX:050-3458-0214 


